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さるすべり。のうぜス′かずら
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llさ・)めもどき
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じ
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げ
り
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秋
に
は
ど
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だ
ん
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み
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の
こ
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セ

ロ
季
折
々
の
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仏
〓
ま
の
浄
上
を
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ま
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季
節
の
花
に
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出
逢
え
る
か
ど
う
か
は
ご
縁
で
す
が
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ヽ
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か
に
境
内
を
散
東
す
れ
ば
、

一
崎
の
花
に
も

必
ず
ク
さ
ま
の
な
愛
を

几
つ
け
る
こ
と
が
で
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ま
す
。

自
ら
の
ヽ
の
花
を
咲
か
せ
よ
ヽ
ょ
う
¨

錮一プ′仁・珈

所

　

′
・

支所

ｏ

役

　

・

市

　

・●

阿
瀬
渓
谷

ヘ

■
０

へ
―

一
・　
　
謄

一
　
　
八

昔洞宗確0そ
〒669-5356兵 庫県豊岡市日高町荒川22

TEL 0796-44-0005 FAX 44-0307 httpプ /ryukoku― il ip

雛I

L



芹
に
の
篠
絵
（木
壼
）

本
堂
内
？
ふ
す
ま
診
二
十
六
面
は
私
化
二
年

二
人
四
δヽ
に
芹
岱
・芹
穂

２
．山
Ｉ
一
人
に
よ
っ
て

猫
か
れ
ま
ｔ
た
。

人
ら
か
な
晨
情
の
虎
漢
二
笑
図
、
本
専
を
守ヽ
る

猛
虎
図
、
精
餃
な
孔
准
図
な
ど
、
几
事
な
作
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で

果
丈
化
財
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も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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守
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れ
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い
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に
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よ
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つ
て

く
だ
さ
い
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す
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は
伝
に
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ら
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と
も
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き

と
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け
る
す
べ
て
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も
の
を
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ん
…
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こ
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ユ早
」ま
の
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の
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瀬
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と
ｔ
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の
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達
の
■
●
オ

で
も
あ
り
ま
す
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観
子
さ
ま
と
向
き
合
い
、ぞ
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ヽ
′

自
ら
に
映
ｔ
、利
化
の
生
■
万ヽ
を

行
じ
て
ゆ
く
こ
と
は
自
ら
が

観
子
さ
ま
に
な
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
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郷＆
％

に
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ら
れ
ま
す
。一

え
司
Ｔ
う
亡
は
、一，
か
を
生
か
す

た
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令
を
い
た
だ
い
た
も
の
に
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謝
ｔ
、そ
の
命

‐‐
を
生
か
す
・」と
を

考
・４
る
道
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で
す
。

素
直
な
も
で
明
工
■
ま
に
所
る

と
き
、浄
不
浄
を
離
れ
て
、心

が

清
ら
か
に
整
い
、
お
の
ず
か
ら

身
な
が
美
ｔ
く
な
つ
て
い
■
ま
す
。

子
壼
と
辛
せ
を
運
ぶ

孝
の
と
り
親
そ

こ
う
の
と
り
観
子
さ
ま
は
、

手
に
「子
宝
」
と
「幸
せ
の
生
木
」

を
乗
せ
、
い
つ
で
も
飛
ん
で
い
け
る
よ
う

羽
スヽ
を
身
に
よ
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
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ま
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す
。

な
゛
ｒ
一洸
，
た
ル
大‐
２
■
争
Ｉ
窓
黎
一

ι
●
一■
●
〓
れ
，
崚
舞
一一一●
麟
ま

機
ｉ
■
戦
馨
オ

一骨
．■
な
■
，
２
布
袋
暮

稲
稲
■
Ｌ
布
え

一ヽ計
の
姿
●
鷹
絶
わ
な
い

拝
ん
で
い
●
‘
一́草
″
谷
わ
す
〓
ち

‐ら‐

絲一い中鋼串｛糾，， な柵翻禦籍

縛
鵜

纂
諦

躊

そ
の
大
き
な
袋
セ
お
腹
の
■
に
は
，、一豊
か
な
心

猥
「
な
じ
■

‐
■
終
ず
つ
■
め
一一一‘
●
■
一
求
め


